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多くの方々に支えられ…
ご卒業、おめてこう

「高月学区に、ツパメの巣は何個ぐらしヽあるの
だろう。」という疑間を出発点に、今年初めて地
域ツプヽメ調査を行いました。 1軒 1軒 、軒先をの
でき込んだり、「この辺りにツバメの巣はありま
せんか。」と尋ねたり、友だちと協力しながら調
査を成し遂げました。一方、一生懸命調査する皆
さんに、玄関 店先で多くの方が気さくに親身に
話してくださいました。こんなに「ありがたいJ

ことはないと、私は感じました。

この 6年間、みなさんは、友だちとたくさんの

地域の方々に支えられ、卒業を迎えることができ
たと思います。

さあ、いよいよ、中学校生活のスター トです。
新しい未来が待っています。新たな友と出会い、
自分の足で一歩一歩しっかり歩んでいこう。学べ

ることを喜び、失敗を恐れ

ずに、チャレンジしてくだ

さい。応援しています。
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